
みんなが安心できる街に

消防団も昼夜に見回ります

圉藤和實消防団長

消防団は「自らの手

で郷土を災害から守ろ

う」という精神で立ち

上がった 、地域の有志

による組織です。地域

の安全確保を図るため、

団員615 人（うち女性

25 人）、１団本部・10

方面隊・36 分団が消防

局 一消防署と連携して

活動しています。

特に年末年始火災特別警戒では、放火（疑い

を含む）による火災が多いことから、昼夜に見

回りを実施します。

なお 、歳末警戒を実施される田T（自治）会も

多いと思いますが、私たち消防団は、皆さんと

共に、だれもが安心して暮らせる街にしていき

たいと考えています。
火災は人の尊い生命や財産を奪います

(アツとびっくり クリスマス まつど)

会場…伊勢丹松戸店前プラザ広場、

市民会館

費用…いずれも無料

■伊勢丹松戸店前プラザ広場

★ペットボトルモニュメント

の作成( 午前11時～午後4時)

圖プロジェクト21 実行委員会（市

役所こども課内青少年相談員連絡

協議会) c366  - 7464

みんな集まれ～

ペ ット ボト ル （500 誦 ）を 子ども た ちに 持

ち 寄っても ら い 、子ど も たち 白身 の手 で巨 大

ペッ トボ ト ルの モニ ュメン ト （梨 棚と クリ ス

マ スツリ ー をイ メージし 、約2,500 佰 の ペッ

トボ ト ルと 約300ｲ 固の電 飾を 施 すも の）を 作

成し ます。

★ モ ニ ュメ ン ト の ラ イ トア ップ と カ ウ ン ト

ダ ウ ン （午 後4 時30 分 ）

ペット ボ トル モニ ュメン ト が完 成し たら 、

音と 光 の演 出を 加］え たカ ウン トダ ウン によ る

点灯 式を 行 い ます。

★プラザ広場イベント（正午～午後5時30 分）

会場で待っているよ！

とん汁等のサービス・吹奏楽演奏・喞子踊りなど

■市民会館

★トレジャーハンティング～宝探しゲーム( 受け付けは正

午～午後2時)

松戸駅周辺のいろいろな場所を使って、宝探しをしなが

らのウォークラリーをします。

人口と世帯 役
所
正

⑤
受
付

・
市
民
課

・
地

域
振
興
課

糸
町

会

・
自

治
会

単
位
で
ま
と

め
て
希
望
す

る
場
合
は

、
各
支

所
ま
た
は
地
域

振
興
課
へ

連

絡
し
て
く
だ

さ
い
。

膕

広
報
課

登
3
6
6
・
7
3
2
0

1
2月
６

日
収
か

ら
門
松

力
－

ド

ニ

世
帯

一
枚
）
を

配
布
し
ま
す

。

配

布
場
所
・：
各
支

所

・
市

年末年始

「

火
を
つ
け

た
　

あ
な

た
の
責
任
　

最
後
ま
で
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン

に
、
年
末
年

始
火
災
特
別

警
戒
を
１２

月
｛
一一
日

竕
か
ら
１

月
７

日
日

ま
で
実
施

し
ま
す

。

市

内
で
の
火
災

の
原
因

は
放
火
の
疑
い

、
放
火

、

た

ば
こ

が
上
位

を
占
め
て
い

ま
す

。
火

災
を
出
さ
な

い

た
め
に

も
、
各
家
庭
で

放
火
さ
れ

な
い

、
放
火

さ

せ

な
い
環
境

づ
く
り
を

お
願

い
し
ま

す
。

空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が

起
こ

り
や

す
い
季
節

で

す

。
火
の
取

り
扱
い

に
は
十
分
注

意
し
て

く
だ

さ
い
。

猖

消
防

局
警
防
課

昌

一
・
1
1
1
5

主な火災 原因（ワースト5 ）

門
松
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

平 成12 年10 月末現在

※（　 ）は平成11 年 同期の件数

１ 放火の疑い 32件(20)

２ 放火 1ﾜ件(25)

３

４

たばこ

不明

13件(16)

10件(1ﾜ)

５ ガスこんろ 8件（8 ）

ml ぺcﾉﾝ 大 以ﾐ1十£八3ﾐ 、I ｕ月 冫収ま范ｲ土

で 糒2ｲ 牛 （う ち 建 物85ｲ 牛 、車 両24

件 、 そ の 他33 件 ） で す 。

今

年
の
こ

れ
ま
で

の
火
災
原
因
で
、

第

一
位

は
放
火

の
疑

い
、

第
二
位

は

放

火

で
す
。
こ

れ
ら

を
合

わ
せ

る
と

火

災

総
件
数

の
三
四

∴
五
％

に

も
上

り

ま

す
。
ま

た
、

昨
年

の
年
末

か
ら

今

年

２
月

に
か
け

て
放
火

が
多

発
し

た
こ

と
か
ら

、
消

防
局
で

は
出
火

防

止

の
広
報

や
、
福

祉
施
設

・
病

院
・

学
校

・
空

き
家

・
新
築
中

の
家

屋
等

を
巡
回
す
る
な
ど
、
警
戒
を
強
化
し

ま
す
。

《
火
の
用

心
の
ポ
イ
ン
ト

》

○
冢
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
（
下
記
ポ
イ
ン
ト
参
昭
四

〇
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い

○
揚

げ
物
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

○
子
ど
も
に
は
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ

チ
で
遊
ば
せ
な
い

ス
ト
ー
ブ
を
使
う
際
に
は
注
意
を

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
物

を
近
づ
け
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
ス
プ
レ
ー
缶

等
の
捶
発
性
の
高
い
物
を
置
か
な
い

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
確
実
に
消

え
な
い
う
ち
は
給
油
し
な
い

○ごみ出しは指定日の朝に出す

○家の周りに燃えやすい物を放置しないで、いつも

整理するようにする

○建築中の建物は防犯灯などで周囲を明るくする

○共同住宅の共用部分には、可燃物、ごみなどは放

置しないようにする

放火魔が狙っ

ています

市

で
は

、
楽

し

い
行

事

を
計
画

し

て

い
ま
す

。
ぜ
ひ
ご
参

加
く

だ
さ

い
。

対

象
者

に
は
、

案
内
通

知
を
発

送

し
ま

し
た

。
な

お
、
1
2月

１１
一
日

側
ま

で

に
届
か

な

い
人

は
、

お
問

い
合
わ

せ
く

だ

さ

い
。

期
日
・
：
１
月

８
日

賜

受

付
時
間
：

牛

前
1
0
時
か
ら

式
典
・
：
午
前

Ｈ
時
～

Ｈ
時
4
5
分

会

場
・：
森

の
ホ

ー
ル
2
1

対

乖

：
昭
和
5
5
年

４
月

２
日
～

昭
和

5
6年
４
月

１
日

生
ま

れ
の
市

民

※
会

場

の
駐
車
場

は
隕

ら

れ
て

い
ま

す
。
ま

た

、
当

日
森

の

ホ
ー
ル
2
1

で

は

、
成
人

式
以
外

の
行

事
も
催

さ
れ

、
付
近

の
道

路
は
混

雑

が
予

想

さ
れ
ま

す
。
新

京
成

八
柱
駅

南

囗
か

ら
無

料
送
迎

バ
ス
四

台

（
午

前
９

時
4
5分

始
発
）

を
順

次
運
行

し
ま

す

の
で

、
ご
利
用

く

だ
さ

い
。

固

社
会
教

育
課
社
会

教
育

係
昔
3
6
6
・

ボラン ティアスタッフが作った成人式

のホームページが開設さ れました。

http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/~kyouiku/

火
災
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す

案
内
状
は
届
き
ま
し
た
か
？

人口　467,328人　［+ 442 ］

男　236,066人　［＋148 ］

女　231,262人　［+ 294 ］

世帯　183,504世帯　[+ 249］

囗
は
前
月
比

主な内容

年末年始のごみ収集･ し尿のくみ取り②

徳 川 昭 武 写真コンテスト入選作 品 展 ③

松 戸 市 定 期 借 地 権 土 地 登 録 制 度

が ス タ ー ト　　　　　　　　 ④

松 戸 市 の 職 員 給 与 等 を 公 表　 ⑤

情 報 チ ャ ン ネ ル　　　　　 ⑥ ⑦

12/23(祝)～I/7(日)

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

12/2

3(祝)

＠ ! X'mas　

M'sDo!

20世紀最後のクリスマス

ペットボトルを持って

※事前の申し込みは不要

★ディズニー映画「ターザン」（正午と午後2時からの2回上映）

建物の周りに、燃えやすい物を迺いていませんか？

放火されない環境づくりのポイント

賀 正

平
成
1
3年
松
戸
市
成
人
式



12/10(日)～1/3(水)

12 月30 日(土)終了

年末は、大掃除などでごみが多＜出ます。分別を正し＜守っ

て計画的に集積所に出しましょう。年内にし尿のく み取りが必

要な場合は、早めに連絡してください。

※粗大ごみの申し込み受け付けは、年末は12 月28 日田まで、年

始は1月∠1日田から開始します。

※12 月23 日匈は、ご みの収集・し尿のく み取りを行います。

圜環境業務課指導係(ごみ)、管理係(し尿) S366  -｢ｱ333
交通事故防止運動の重点目標

①シートベルトとチャイルドシー

トの着用の徹底

②高齢者の交通事故防止

③夜間（特に薄暮時）における交

通事故防止

④飲酒・無謀運転の追放

■

事
故

原

因

の

ト

ッ

プ

は

「
前

方

不

注

視

」

交
通
事
故
の
多
く
は
一
瞬
の
油
断

が
招
ぐ
も
の
で
す
。
ま
た
歩
行
者
が

止
ま
っ
て
く
れ
る
は
ず
、
見
て
い
る

は
ず
と
い
う
見
込
み
運
転
私
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

日

が
短
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交

通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■

こ

ん

な
こ

と

に

気

を

付

け
て

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
注
意

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用

・
子
ど
も
が
乗

る
と
き
は
チ
ャ
イ
ル

市立松戸高校への転入学

市立松戸高校は、環境に恵まれ、広大な敷地と

充実した施設・設備を誇る明るい学校です市立松戸高校ホームページアドレス(URL)
http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/imh/

市

立
轍

尸
高
等

学
校

で
は

、
転
入

生
を
受

け
入

れ

る
た

め
の
試

験
を
行

い
ま

す
。

対
皐

：
普
通

科

丁

二
年

生
お

よ

び

国
際

人
文
科

二
年

生

募

集
人
数
・：
若
干

名

応

蔓

質
格
・：
保

護
者

の
転
勤

等

に
伴

う
転

居
に

よ
り

、
在
籍

校
に

通
学

で

き

な

い
生

徒
な

ど

募

集
期
間
・：
1
2月
1
5日

窗
ま

で

試
翳

け
：
1
2月
1
9
凵

㈹

会
場

…
車

立
松

戸
高

等
学

校

（
五

香

駅
西

口

か
ら
新

京
成

バ
ス

紙
敷
車

庫

行

き
で

「
重

乳
高
校
」

下
車

、
ま

た

は

Ｊ

Ｒ
武

蔵
野

線
東
松

戸
駅

・
北

総

線

束
恰

尸
駅

か
ら
徒

歩
十
三

分
）

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

固
市

立
松
戸

高
等

学
校

登
茹

・
３
２

来

春
、
高
校

（
高
等
専
門
学
校

を
含

む
）
に
進
学
を
希
望
す

る
お

子

さ
ん
の

い
る
家
庭
に
、
入
学
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸

何
額
…
三
十
万
円
以
内
（
公
立
・

私
立
で
は
額

が
異
な
り
ま
す
）

対
象
犬

山
経
済
的
な
理
由
に
よ
旦

咼

校
入
学
が
困
難
な
世
帯
で
あ
る
こ
と

②
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
出
身
中

学
校
長
が
推
薦
し
た
健
康
な
生
徒
で

あ
る
こ
と
③

保
護
者
が
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
一
年
以
上
登
録
さ
れ
て
い

て
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
①
市

内
（
特
別
な
事
情
を
除

く
）
に
居
住
す
る
確
実
な
連
帯
保
証

人
が
得
ら
れ
る
こ
と

受
付
期

間
…
第
一
回

＝
－

月
９
日
天

～
3
1日
水
、
第
二
回

＝
２
月
１
日
困

～
３
月
９
日

吻

申
請
に
必

謇
な
書
類
：
小
緩
等
学
校

入
学
資
金
貸
付
申
丿
蠻
昌

酊

身
巾
学

校
長
の
推
薦
書
③
住
民
票
（
家
族
全

員
の
も
の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
記
載
事
項
証
明
責

田
収
入
を
証
す

る
も
の
（
父
母
ま
た
は
そ
れ
に
濫
寸

私
た

ち

の
街

を
よ

り
明

る

い
住

み

よ

い
街

に
す

る
た
め

に
市
内

小

・
中

学

生
に

「
思

い
や
り
」

の
テ

ー
マ
で

ポ
ス

タ
ー
を
募

集
し

た
と

こ

ろ
四

千

点

の
応

募

が
あ
り

、
審
査

の
結
果

二

百

五
十

四
点

が
入
賞

し
ま
し

た

。
銅

賞

以
上
の
入
賞

作
品
を
展

示
し

求
す
。

展

示

期
間

…
1
2月
2
0
日

啝
～
2
7
日

啝

会
場
：
市

役
所

。
階
連

絡
通

路

市

長

賞
受

賞

者
・：
園
家
悠

司

（
梨
香

台
小
）
、
杉

山

茉
衣

（
横
須

賀
小

）、

三

幣
百

合
愛
（
寒
風

台
小

）
、
佐
野
玲

実
（
小

金
南
中

）
、
藤

本
直
子
（
第
二

中

）
　
　
　
　
　
〔
鵈

不
同
　

敬
称

略
〕

膃

明
る

い
礼

会

づ
く

り
松

戸
推
進
協

議
会

登
3
6・
7
3
8
9

る
人

の
あ
ら

ゆ
る
収
入

が
対

象
）

⑤

成
績
証

明
書

※
申
請
は
合
格
決
忠

圍
に
で
き
ま
す
。

申
丿
明
書

等
は

、
児

童

福
祉
課

・
市

民

課
お

よ
び
各

支
所

で
配

布
。

圖

児
童
福

祉
課

給
付
係

昔
莇

・
７
３

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
も
ご
利

用
く
だ
さ
い

「
国

の
教
育

ロ

ー
ン
」

は
、
教

育

の
た
め

に
必
要

な
資
金

を

融
資
す

る

公

的
制

度
で
、

人
学

金
や

授
業
料

、

教

科
書

・
参
考

書
代

な
ど
入

学
時

の

費

用
や

、
ア

パ

ー
ト

の
敷

金

・
家

賃

な

ど

の
在

学
中

の
費

用
に

も
広
ぐ

使

え

ま
す

。

貸

晢

観
・：
二
百

万
円

以
内

（
返

済
期

間

は
卜
年

以
内

）

金

利

…
年
二

・
四
％

（
固
定

金
利

、

Ｈ

月
1
0日

現
在

）

※
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

圖

国

民
生
活

金
融
公

庫
松

戸

支
店

容

3
6
7
・
1
1
9
1

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

そ

の
八
十
一

岨

嘔

習

癖

と

聴

力

の

関

係

に

つ

い

て

顎

や
口

腔

の
機

能
と
耳

の
症

状

と

の
関
連

に
つ

い
て

、
一
九
三

四

年

に
コ

ス
テ
ン
と

い
う

学
者

が
、

岐
合

の
変
化

が
下

顎
関

節
部

の
変

位

を
き
た
し

、
そ

れ
に

よ
り
頭

頂

部

、
頷

頭
部

、
後

頭

部
の
痛
み

と

聴
力

障
害

、
耳
閉

感

、
耳

鳴
り

、

め
ま

い
な
ど

の
症

状

を
引

き
起

こ

す
こ

と

を
指
摘
し

て

い
ま
す

。

現

在

、
校
合
と

顎

関
節
に

関
係

す

る
何

ら
か

の
障

害

を
「
校
合

関

連

症
候

群
」
と
呼

ん
で

い
ま

す

が
、

そ

れ
に

関
わ

る
耳

鼻

科
領
域

の
障

害
で

あ

る
難

聴
が
注
目

さ

れ
て

い

ま

す
。
最

近

、
咀

嚼

習
癖

（

い
わ

ゆ
る
噛
み

嶄
）

と
校

合
の

バ
ラ
ン

ス
と

の
関
連
性

を
調

べ
た
研

究

が

発

表

さ
れ
た

の
で
、

今
回

は
、
そ

れ
に

つ
い
て
お

話
し
し

よ
う

と
思

い
ま
す

。

聴
力

障
害

を
自

覚
し

、
耳

鼻
科

で

難
聴

と
診
断

さ

れ
た
、
岐
頭

巌

合

（
噛

み
合

わ
せ

）

が
確
保

さ

れ

て

い
る
五

十

八
～
七

十
四

歳

の
男

性
五
人

を
対

象
に
、

ま
ず

、
聴
力

測
定
装

置
オ

ー
ジ
オ

メ

ー
タ
を
使

用

し
て

聴
力

の
測
定

を
行

い
ま
し

た
。
判

定
は

、
周
波

数

二

一
五

、

五

〇
〇

、
一

〇
〇
〇

ご

づ

○
〇
、

四

〇
〇

〇
、

八
〇
〇

〇

比
の
各

領

域
で
行

っ
て

い
ま
す

。

こ

れ
ら

の
被
験
者

に
対

し
、

処

置

と
し

て
顎

の
左
右

の

バ
ラ
ン

ス

を
と

る
た
め

の
ソ

フ
ト

タ
イ

プ
の

ス

プ
リ
ン
ト

（
マ

ウ
ス

ピ
ー
ス
）

の
装
着

と
「
左

右
均
等

噛
み

指
導
」

を
し
ま

し
た

。
ス

プ
リ

ン
ト

の
使

用
装
着

法

は
、
下

顎
の

ス
プ
リ

ン

ト
を
全

日
使

用
、

夜
間

は
下
顎

と

と
も

に
上
顎

の
ス

プ
リ

ン
ト

を
あ

わ
せ

て
使
用

さ
せ

て

い
ま

す

。

「
左

右
均

等
噛

み
指

導
」

は
、

ス

プ
リ
ン
ト

非
装

着
時

（
食
事

の

時
）

に
噛
み

癖

の
あ
る

側
を
意

識

し
て

、
左

右
で
均

等
に
咀

嚼

す
る

よ
う

に
十
分

説
明

し
、

治

療
法

へ

の
同

意
を

得
ま
し

た
。
こ

れ
ら

の

処
置

を
定

期
的
に

被
験
者

に
指

導

し
、

左
右
均

等
噛

み

が
習
慣

づ

い

た
二

～
五
ヵ

月
後

に
改

め
て

聴
力

を
測

定
し

、
聴
力

の
変
化

を
評

価

し
ま

し
た

。

こ

の
結
果

、
五

人

の
被
験

者
と

も
、

明
ら

か
な
聴

力

の
向

上

が
見

ら

れ
、
左

右
の
聴

力

バ
ラ
ン

ス
を

良
好

に
す

る
傾
向

が
見

ら
れ
ま

し

た

。
以

上

の
よ
う

に
、

咀
嚼

お
よ

び
校

合
は

、
聴
力

と
密

接
な
関

連

が
あ

る
こ
と

が
示

唆
さ
れ
ま
し
た

。

皆

さ
ん

の
中
で

片
噛

み
を
自

覚

し
て

い
て

、
耳

の
聞
こ
え

に

く

い

方

が

い
ら

っ
し

ゃ

い
ま

し
た
ら

、

も
し

か
す

る
と
こ

う

い
う
こ
と

か

も
し

れ
ま
せ

ん

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

1
2
月
４
日
～
1
0
日
は
人
権
週
間
で
す

の
み
ま
せ
ん

し
め
ま
す
ベ
ル
ト
と

気
の
ゆ
る
み

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施

年 末年 始 は 、交 通 量 の増

加に伴う 道路 の混雑 に加え 、

飲酒 の 機会 が多 く な るこ と

など に より 交 通事 故 の多 発

が予 想さ れま す。

12 月10 日(日)から1 月３日

伽 まで 、現 在 実施 中 の交 通

死亡 事 故抑 止 緊急 対 策 と併

せて 、 年 末年 始 の交 通 事 故

防止運動 が実施さ れます。

一 人 ひ とり が交 通 ル ール

を 守 り 、 交通 事 故防 止 にご

協力く ださ い 。

固 安 全 課市 民 安全 係R366

―7341 、松 戸警 察 署S369

0110 、 松 戸 東 警 察 署 登

349  0110

年末年始のごみ収集・し尿のくみ取
り

１月４日(木)から開始

燃

やせ

る
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

資
源

心み

・
有
害
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･金地区 29 日(劒 5日廁 月曜地区 25日(月) 15 囗邱

火 一木･ 土地 区 30 日比 4日㈲ 火曜地区 26日㈹ 9日㈲

燃

や
せ

な
い
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日 水曜地区 27日㈲ 10日㈲

月･水地区 27 日収 10日圉 木曜地区 28日困 4日出

火･木地区 28 日㈹ 4日㈲ 金曜地区 29日廊 5囗窗

水･金地区 29 日㈹ 5日銜 土曜地区 30日仕） 6日出

木･土地区 30 日比 4日團
粗

大ごみ

受付曜日 12月最終受付日 1月受付開始日

月･金地区 29日廊 5日脯　 月～金曜日 28日㈲ 4囗困

火･土地区 30 日出 6日出
圃電話で粗大ご み受付センターa391-000 ワ

ヘ

ド
シ
ー
ト
を
着
装

▽
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

・
交
差
点
で
は
、
左
右
の
安
全
を
よ

ぐ
確
認

・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
付
け
る

・
側
面
反
射
材
を
取
り
付
け
る

▽
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

こ
父
差
点
を
渡
る
と
き
は
左
右
の
安

全
確
認
を

・
無
理
な
横
断
は
し
な
い

・
夜
間
は
目
立
つ
色
の
服
装
で

交

通

事

故

相

談

所

の
案

内

交
通
事
故
に
よ
っ
て
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
交
通
事
故
相
談
所

を
設
置
し
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
。

▽
市
民
相
談
課
（
登
3
6
6
・
7
3
1

9
）
　
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁
（
公
3
6
8
・

8
0
0
0
）
　
　受
付
時
間
午
前
９

時
～
午
後
４
時
3
0分

試験を実施します

申し込みは12月15日(金)まで

高
等
学
校
入
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
が
決
定

歯
を
大
切
に

健
康
で
明
る
い
末
来
の
た
め
に

な
く
そ
う
差
別
と
偏
見
　
守
ろ
う
人
権

一
市

民
相
談
課

公
3
6
6
・
7
3
1
9



徳
川
昭
武
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す

徳
卅
昭

武
写

具
コ
ン
テ
ス
ト
（
テ

ー
マ

＝
「

い
つ
ま

で
も

残
し

た

い

我

が
ま
ち

の
風

景

」）
に

ご
応

募

い

た

だ
き
あ

り

が
と

う

ご
ざ

い
ま
し

た

。
応
募

総
数
二

百
二

十
五

点
を

厳
正

に
審

査
し

、
三
十

三
点

の
入

賞

作
品
を

決
定

し
ま
し

た
。

入

選
作

品
写

具
展

を
開
催

し
ま

す

の
で

、

ぜ
ひ

ご
覧
く

だ

さ

い
。

膃
1
＄
期
間
ｐ
一
月

８
日

窗
～

２
日

庠

会
場
松

戸
駅
東

西
自

由
通

路

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
　

展
示

内

容
徳

川
昭

武
大

賞
（
一
点
）
、
優
秀

賞

三

点
）
、
人
選

（
三
十

点
）

※
人

選
者

の
発
表

は
、

写

具
展
を

も

っ
て

か
え

さ
せ

て

い
た
だ

き

ま

す

。

固

商
工
観

光
課

公
屁
・
7
3
2
7

「家族総出」　船木政好氏

優
秀
賞

「

大
衆

食

堂

に

て
」

栗
山
竜
太
氏

「夕焼け～松戸を覆いつくす」　関口真木氏

入札の対象とならない市発注の簡易修繕（営繕）業務を希望する

業者の登録を行います。

登録を希望する市内業者の方は申請をしてください。ただし 、平

成13 ・ 仰年度の入札参加資格審査申請をされる方を除きます。

対象松戸市内業者（申請をする業種の施工実績かおり、技術また

は資格を有する松戸市内に本店のある法人および個人事業者）　受

付期間2月21 日團～28 日㈲（土・日曜日を除く）　受付時間午前9

時～捐時30 分と午後1時～∠1時　会場衛生会館3階会議室

※申請書は契約課で配布しています（無料）。

※隔年で受け付けますので、資格は2年間有効です。

ｍ契約課S366-11 引

農耕地に犬・猫などを

農政課指導係o366 ―ﾜ328入れないで！

農耕地に犬・猫などが入り、農作物に

被害を与えています。

犬・猫などが農耕地に入らないよう 、

飼い主の皆さんのご協力をお願いします。

薬剤による野ネズミ駆除を

農作物を食い荒らす野ネズミを退治するため、

農耕地に駆除剤を仕掛けます。ご注意＜ださい。

駆除期間…1月10 日㈲～16 日(火)

工
業
関
係
統
計
調
査

に
ご
協
力
を
！

通
商
産
業
省
で
は
、
工
業
お
よ
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
毎
年
1
2月
3
1口
現
在

で
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等

消
費
構
造
統
計
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
経
済
動
同
を
把
握

す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
1
2月
中
旬
か
ら
１
月
に

か
け
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

圈
総
務
課
統
計
係

容
莇
・
8
0
5
6

野
鳥
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集
し
ま
す

内
容
野
鳥
を
題
材
に
し
た
カ
ラ
ー

・
白
黒
の
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
、
四
つ
切

り
ま
で
の
写
真
（
未
発
表
作
品
に
隕

る
。
巣
の
近
く
の
写

具
は
不
可
）
手

賀
沼
の
コ
ブ
（

ク
チ
ョ
ウ
等
の
人
為

的
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き

ま
す
。

※
県
内
お
よ
び
近
隣
都
県
で
の
撮
影

と
し
ま
す
。

※
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

前
回
の
入
賞
作
品
（
高
柳
忠
雄
氏
撮
影
）

※
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

圃
２
月
９
日
窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

応
募
用
紙
（
各
支
所
・
姉
ま
つ
ど
街

と
水
辺
の
緑
化
基
金
で
配
布
）
を
作

品
の
裏
に
張
っ
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、
干
謳
－
2
2
5
2

松
戸
市
千

駄
堀
七
四
九
　

㈲
ま
つ
ど
街
と
水
辺

の
緑
化
棊
金
（
登
謡
・
9
8
4
6
）
へ

子氏　定員先着拓人　費用2,000 円（材料費）

匣12 月12 日叫までに、電話またはファクスで剛

まつど街と水辺の緑化基金S345 ―9846E13 ∠囗

－1ﾜ68 へ

しいたけ栽培資材

をあっせんします

品
目
・
価
格
原
木
（
長
さ
九

十

惣
）
　一
本

三
百
三

十
円

、
種

駒
二

十
個

（
原

本
一
本
分

）
百

二

十
円

、
電

動

ド
リ
ル
用

替
刃

一
本

七
百
円

圃
1
2
月
2
0日

團

〔
必

着
〕

ま
で

に
、
往

復
（

ガ
キ
に

希
望

品
目

・
数

量

・
住

所

・
氏
名

・
電

話

番
号
忝
記

入

し
て

、
干

罰
1
8

5
8
8

松
戸

市
根

本
三

八
七

の

五
松

戸
市
役

所
農

政
課
内

松

戸
市

森
林

組
合

（

登
莇

・
7
3

2
8

）
　へ

※
引

き
渡

し
日

時
、
場

所

に
つ

い
て
は

１
月
中

に
通

知
し

ま

す

。
電

動

ド
リ
ル

の
貸
し

出

し

（
原

木

一
本
に
付

き
五

十

円

）
に

つ

い
て
は

、
当
日

現

地

で
申

し
受

け
ま

す
。

平成13 ・ 14年度松戸市簡易修繕（営繕）業

務受注資格審査申請の受け付け

対象物品納入業者（建設工事資材を含む）、委託業務業者（設計・

測量・コンサルタントを含む）、建設工事業者（建設業者のみで物

品納入業者および委託業務業者を除＜）　受付期間1月22 日（月）～2

月23 日廁（土・日曜日、祝日を除く）　受付時間午前9時～11 時

30 分と午後IE時～4時　会場衛生会館3階会議室

※申請書は本館地下１階売店前（平日午前9時～午後4時30 分）で

販売しています（1朏500 円）。

※隔年で受け付けますので、資格は2年間有効です。

※申請内容に変更があった場合には、その都度変更届が必要です。

讖契約課S366-1151

平成13 ・ 14年度松戸市入札参加資格審査申

請の受け付け

優秀賞

徳川昭武大賞

行います 農政課指導係a366 ―ﾜ328

花づくり講習会
12月22 日脂午後1時30 分～3時30 分　会場常

盤平市民センター会議室　内容正月用

の寄せ植えと草花の管理　講師21 世紀

の森と広場みどりの相談員・丸尾三恵

第

二
十

七

回

消

費
生

活

展

計

量

コ

ー

ナ

ー

「
ク
リ

ン

ク
ル

ち

ゃ

ん

体
重

あ
て

ク

イ

ズ
」

の

正

解

止
解
は
「
八
八
八

置

で
し
た
。

当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
耒
笑

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

圖
消
費
生
活
課
昔
鰯
・
7
3
2
9

国

民

健

康

保

険
料

の

収
納

員
を

募

集対
象
五
十
八
歳
ま
で
の
心
身
と
も

に
健
康
で
収
納
業
務
に
専
念
で
き
る

人
　

窰

堽
右
干
名
　

担
当
地
区
松
戸

・
岩
瀬
・
野
菊
野
・
根
本
　
応
慕
期

限
1
2月
1
2囗
㈹

圄

保
険
課
保
険
料
係
容
涯
・
７
３
５

教
育

委

員

会

会

議

を
開

催

1
2月
1
8日
丱
午
後
２
時
か
ら
　
会

場

凩
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圖
教
育
営
貝
会
企
画
管
理
室

登
3
6
6
・

市

立

東
松

戸

病

院

眼
科

外

来
の

休

診休
診
日
1
9一月
８
日

窗

固
重

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

容
3
9
1
・
5
5
0
0

再

生

自

転

車
を

販

売

1
2月
1
7日
㈲
～
1
9口

叫

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
３
時

会
場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
左
図
参
照
）

販
売
台
数
三
十
台
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）
　
価
格
七
千
～
一
万
一
千
円

固
壯
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１

容
3
8
4
・
９
Ｘ
Ｉ
Ｑ
Ｊ
１

国

民

年

金

保

険

料

は

口

座

振

替

が

便

利

で

す

口

座
振

替
を

ご
利
用

に
な

る
と
保

険

料

が
自

動
的

に
引

き
落
と

さ

れ
る

の
で
、
納

め
忘

れ

の
心

配

が
な
く

金

融

機
関

に
行
く
手

間

が
は

ぶ
け
て

便

利

で
す

。

手

続

き
は
、

通
帳

・
届
出

印

・
国

民

年

金
保
険
料

納
入

通
知
書

を
用

意

し

て

、
市

内

に
本

・
支
店

の
あ

る
金

融

機
関

、
郵
便

局

も
し
く

は
、
国

民

年

金
課

へ
お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

※
今

な
ら
キ

ャ
ン

ペ

ー
ン
実
施

中
。

詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。

圈
市

国
民

年
金
課
保

険
料

係

登
鰯
・

７
３

５
２

、
千

葉

社
会

保
険
事

務
局

年

金
課

容
㈲
・

涯
・
8
8
4
5

都

市

計

画

の

変

更

案

の

縦

覧

1
2月
1
2日

㈹
～

Ｓ
日

㈹

（
閉

庁
日

を
除

ぐ
）

午
前
８

時
3
0
分
～
午

後

５

時

（
県
都
市

政

策
課

は
午
前

９
時
～

午
後

５
時

）
　

会
場
①

市
街
化
区

域

及

び
市
街

化
調

整
区
域

並

び
に
用

途

地
域

の
変

更
案

＝
市
都

市
計
画

課

・

県

都
市

政
策
課

白

咼
度

地
区

、
防
火

地

域
及

び
準
防
火

地
域

並

び
に
地
区

計
画

の
変

更
案

＝
市

都
市
計

両
課

圖

市

都

市
計
画

課

公
屁
・
7
3
7
2

県

都
市

政
策
課

昔
0
4
3
・

愬
・
３
３

７

松

戸

都

市

計

画

生

産

緑

地

地

区

の

変

更

案

の

縦

覧

1
2月

５
日

㈹
～
1
9
日

㈹

（
閉

庁
日

を
除
ぐ

）
午
前

８
時
3
0
分

～
午

後
５

時

会

場
み
ど

り
と

花

の
課

（
市

役

所

新
館

八

階
）
　

内

容
行
為

の
制

限

を
解
除

し
た

こ
と

で
、

生
産
緑

地

の

機
能

が
失

わ
れ
た
こ

と

に
よ
口
変

更

す

る
地

区

固

み
ど
り

と
花

の
課

保
全

係

昔
屁
・

平

成
1
3
年

度

市

立

保

育

所

給

食

材

料

供

給

者

を

募

集

説
明

会
１
月
1
7
日

水

・
1
8日

本

糸
詳

細

は
1
2月
2
0日

水
一

で

に
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い
。

囿

保
育

課
管
理

係

登
鰯
・
7
3
5
1

交通五香駅東口から新京成

パス乗車、新栄町入口下車



松
戸
市
定
期
借
地
権
土
地
登
録
制
度

「定期借地権」とは

平成4年8月に改正された「借地借家法」で定められた新しい制度で

す。従来の借地権は契約期間を更新できるため 、土地をいったん貸

すと 、簡単には地主に返還されません。それに対して「定期借地権」

は、契約期間が満了すると 、土地が必ず地主に返還されるのが特徴

です。

法律で「一般定期借地権」、「建物譲渡特約付借地権」、「事業用借地

権」の3種類が認められています（下表）。

「
松

戸

市

定

期

借

地
権

土

地

登

録

制

度

（
略

称

・
松
戸

市

定

借

バ
ン

ク

）」

が

平

成

1
3年
１

月
１

日

か

ら
始

ま
り

ま
す

。

こ

れ

は

「

一

般

定

期

借

地

権

」

の

利

用

を

前

提

と
し

て

、

住

宅

建

設

用

の

土

地

を

貸

し

た
い

人

（

土

地

所

有

者

）

に

土

地

を

登

録
し

て

い

た
だ

き

、

そ

の

登

録

土

地

に

つ

い

て

、

土

地

を

借

り

た

い

人

（

利

用

者

）
へ

情

報

提

供

を

行

う

も

の

で

す

。

土
地

の

有
効

活
用

を

お
考
え

の
人

、

ま

た

戸

建

て

マ

イ

ホ

ー

ム

の
取

得

を

検

討

し

て

い

る
人

な

ど

、

ぜ
ひ

こ

の

制

度

を

ご

活
用

く
だ

さ
い

。

圜
住
宅

課

晋
一一一
・
7
3
6
6

種 類 一般定期借地権 建物譲渡特約付借地権 事業用借地権

条　　文 借地借家法第22 条 借地借家法第23 条 借地借家法第24 条

契約期間 50 年以 上 30 年 以 上 10年以上20 年以下

契約方式
契約書締結( 公正証

書等)
自　　 由 公　正　証　書

契約期間終

了時の処理

更地の返還( 更新な

し)
建物を地主 が買い取り 更地の返還（更新なし ）

主な用途 住宅・業務用ビル 住宅・業務用ビル
ガソリン スタンド ・口

ード サイド店舗

「
松
戸
市
定
借
バ
ン
ク
」
と
は

定
期

借
地
権

の
う

ち

「
一
般
定

期

借

地
権
」

の
利

用
を

前
提

に
、
戸

建

て

住
宅

の
建
設

を
目

的
と
し

、
市
街

化
区

域
内

の
未

利
用

地

（
宅

地

・
農

地

・
山

林
等
）

に

つ

い
て

、
一
般

定

期

借
地

権

の
利

用

（
活

用
）

を
希

望

す

る
人

に
、
定

期
借

地
権

に
係

る
土

地

を
登

録
し
て

い
た

だ

き
ま

す

。

そ

の
登
録
内

容
に

つ

い
て

定
期

的

に
広
報

紙
等

に
よ
り

、
土
地

を
借
り

た

い
人
（
利
用

者
）
へ
情
報

提
供

を
行

う

制
度

で
す

。

土

地

の

登
録

に

つ

い
て

土

地

を

貸し

た
い
人

◆所有権を手放さなくても良い（借地期間終了後

は、土地が戻ってきます）

◆安定した地代収入の確保

◆固定資産税等の軽減

土

地

を

借

り
た

い
人

◆少ない資金で戸建マイホームが取得可能（定期

借地権付住宅は土地の取得価格が含まれていな

いので、通常の分譲住宅購入と比べると当初の

負担額が少な＜済みます）

◆増改築・建て替え等が可能（ｲ昔地期間中）

◆相続が可能（借地期間中）

▼
土

地
の
登
録
条

件

①
市
内
に
土
地
を
所
有
す
る
個
人
で

あ
る
こ
と
（
市
街
化
調
整
地
域
を
除

く
）

Ｑ。借地人が地代を払わなかったり、破産した場

合は契約を解除できよすか。

Ａ．契約の解除理由になります。借地人に対し明

け渡しの請求ができ、未払いの地代や建物の

取り壊し費用を保証金から充当できます。

②
住
宅
建
設
が
可
能
で
あ
る
こ
と

⑤

尸
建
て
住
宅
の
建
設
を
目
的
と
す

る
こ
と

①
敷

地
面
積
が
原
則
と
し
て
百
二
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
土
地
の

登
録
方
法

土
地
所
有
者
本
人
が
市
住
宅
課
へ

登
録
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
病
気
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
、
自
ら
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
代

理
人
に
よ
４
申
し
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
そ
の
際
、
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
様
式
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
）
。

登
録
に
必
要

な
も
の

▽
土
地
の
全
部
事
項
証
明
書
（
登
記

簿
謄
本
∵

：
一
通
（
交
付
日
か
ら

三
ヵ
月
以
内
の
も
の
）

▽
公
図
：
二

部

▽
案
内
図
：
二

部

▽
認
め
印

登
録
土
地
の
情
報
提
供

土

地
の

登
録
内

容
に

つ

い
て

、
土

地
を

借
り

た

い
人
（
利
用

者
）
へ
情

報

提
供

を
行

い
ま
す

。

ま

た
、
情

報

の
提
供

に
あ
た

っ
て

は
土

地
登
録

者

の
住
所

・
氏
名

・
電

Ｑ。一般定期借地権の登記はする必要があります

か。

Ａ．法律の規定では一般定期借地権の登記は必須

ではありません。しかし 、借主との契約関係

をより明確にしたり 、抵当権や債権者など第

二者とのトラブルを避けるために必要です。

Ｑ。一般定期借地権の設定されている土地の物納

はできますか。
Ａ．一般定期借地権が設定されている土地につい

ても、一定の条件のもとで物納に充てること

ができます。

話
番
号
お
よ
び
職
業
は
、
原
則
と
し

て
非
公
開
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
市
住
宅
課
に
直
接
来
庁

し
た
利
用
者
に
は
、
登
録
者
の
申
し

出
内
容
に
つ
い
て
、
す
べ
て
開
示
し

ま
す
。

圄

情

報

の

提
供

方

法

扇

▽
登

録
台

帳
の
閲

覧
（
す

べ
て
開
示

）

▽
広

報
ま

つ
ど
へ

の
掲

載
（
住
所

・

氏

名

・
電

話
番

号
お

よ

び
職

業

を

除

ぐ
）

▽
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

へ

の
掲
載

（
住
所

・
氏
名

・
電
話

番

号
お

よ

び
職

業
を

除
く
）

交
渉
（
登
録
者
ー
利
用
者
）

定
期
借
地
権
の
設
定
契
約
に
関
す

る
交
渉
は
、
登
録
者
お
よ
び
利
用
者

双
方
の
責
任
に
お
い
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

紛
争
（
登
録
者
ー
利
用
者
）

登
録
に
係
る
土
地
お
よ
び
定
期
借

地
権
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合

は
、
登
録
者
お
よ
び
利
用
者
双
方
の

責
任
に
お
い
て
、
解
決
を
因
っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ。貸している土地の固定資産税評価は、どうな
りますか。

Ａ．居住用に貸す場合は、住宅がある限り固定資
産税等が軽減されます（下表参照）。

税　目 土 地の面積 軽　減　率

固定資産税

(土 地)

200｢ 抖以下 6分の1 （上限）

200rrfを超えるもの 3分の1 （上限）

都市計画税
200 甫以下 3分の1 （上限）

200 ΓΥiを超えるもの 3分の2 （上限）

対

象
次
の
①

～

⑦
に

あ
て

は
ま

る
、
十
八

歳

の
誕
生
日

後

の
最

初

の
３

月
3
1
日
ま

で

の
児

童

（
障
害

児

は
二
十

歳
未

満
）
を

監
護

し
て

い
る
母

、
ま
た

は
母

に
代

わ
っ
て

そ

の
児
童

を
養

育
し

て
い
る
人
（
藤

育

者
）

①

父
母

が
離
婚

後
、
父
と

一
緒

に

生
活
を

し
て

い
な

い
②
父

が
死

亡
後

、
公

的
年

金
を
受

給
し

て

い

な
い
③
父

が
重
度

二

級
程

度
）
の

障
害

が
あ

る
①
父

の
生

死

が
明

ら

か
で

な

い
⑤

父
か
ら

引

き
続
き
一

年
以

上
遺

棄
さ

れ
て

い
る
⑥
父

が

法
令

に
よ

り
引

き
続
き

一
年
以

卜

拘

禁
さ

れ
て

い
る
⑦

未
婚

の
母

の

子
で

、
父

と

一
緒

に
生
活

を
し

て

い
な

い
児

壷

1
2月
い‥１１
囗

側

か
ら
郵

便
局

・
銀

行

で
1
2月

期

（
８

～

Ｈ
月
分

）

の

手

当

を
お
受

け
取

り
く

だ
さ

い
。

現

況
届

を
ま

だ
提
出

し
て

い
な

い
人

は
、
必
要

書
類

を
添
付

の
上

、

提
出

し
て

く
だ

さ

い
。

圈
児

童

福
祉

課
給

付

係

容
3
6
6・
７

３

遺

児

手

当
1
2
月

期

分

を

支

給

し

ま

す

遺

児
手
当

の
1
2
月
期
分

（
８

～

1
1月

分
）
を
1
2
月
1
1
日

側
以

降
に

受
給

者

の
指
定
口

座
に

振
り
込

み

ま
す

。

支

給
弖

顎（
児
童

一
人

に
付

き
）

片
親

と
死
別

＝
五
千

五
百

円
、
両

親
と

死
別

＝
一
万
五

百
円

（
８

月

・
1
2月
・
４
月

の
年
三

回
支

給
）

新

た

に

手

当

の

支
給

を
希

望

す

る

人

は

、

申
請

し

て

く

だ

さ

い

対

乖

車
内
に
居
住

し
、
父
母

の

一
方

ま
た
は
両

親
ど
死

別
し

た
児

童
（
中

学
校
卒

業
ま

で
）
を
扶

養
し

て

い
る
人

申
請

に
必

罧
な
も
の
①

認

め
印

②

一
ヵ

月
以
内

に

発
行

さ
れ
た

世
帯

全
員

の
住

民

票

（
杢

哲

守
す

べ
て

記

載
さ

れ
た
も

の
）
ま

た
は
外

国

人

登
録
原
票

記
載

事
項
証

明
書

③

一
ヵ

月
以
内

に

発
行

さ
れ
た

申
請

者
と

遺
児
記

載

の
戸
籍

謄
本

①
直
に

請
者

名
義

の
預
金

通
帳

（
郵
便

局

を

除
ぐ
）

の
表

紙

の
コ

ピ

ー
　

受

付
期

間
随
時

（
申
請

の
翌

月
か

ら

支
給

）

※
現
在
受

給
中

の
人

は
手

続

き
は

不

要
で

す
。

圜
児

童
福

祉
課

給
付

係

昔
3
6
6
・
７

千
葉
県
内

に
所
在

す

る
飲

食
店
や
給
食

施
設
等

で
働

い
て
い
る

調
理
師
免

許
取
得
者

は
、
調
理

師
法

の
規

定
に
よ
り

、
1
2月
3
1日

現
在
の
状
況
を
届

け
出
る
こ

と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

届
出
期
限
・：
平

成
1
3年
１
月
1
5日

丱

圈
松
戸
調
理
師
会
（
松
戸
保
健
所
内
）
公
3
6
1
・
2
1
2
1
（
月
・
水
曜
日

の
み
）

土
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
人
へ

平成13年1月1日から実

施

定 期 借 地 権 の 種 類

（
松
戸
市
定
借
バ
ン
ク
）
が
ス
タ
ー
卜

一

般

定

期

借

地

権

の

メ

リ

ッ

ト

定期借地Ｑ ＆Ａ

調
理
師
免
許
取
得
者
の
皆
さ
ん
へ

今
年
は
「
就
業
届
」
を
す
る
年
で
す

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

次
の

場
合

、
手
当
は

受
け

ら
れ

ま
せ
ん

①
対
象
児
童
が
、
母
の
配
偶
者

児
童
扶
養
手
当
１２
月
期
分
を

支
給
し
ま
す

（
内
縁

関
係

等
を
含

む
）
に
養

育

さ

れ

て

い
る
②

対

象
児
童

の
母

（
養

育
者

）
が
、
国

民
年

金
（
老
齢

福
祉

年
金

を
除

ぐ
）
　・
厚

生
年
金

等
公

的
年

金
を
受

け
ら

れ
る

③

昭
和
6
0

年
８

月
！

凵
以

降
に
手

当

の
支
給

要
件

に
該

当
し

て
か

ら
五
年

を
経

過
し

て
も

手
当

の
請

求
を
し

な
か

っ
た
と
き

等

を
所

得
に

よ
口

支
給

が
制
限

、
ま

た
は
停

止

さ
れ
る
こ

と

が
あ
り

ま

す
。



■ 人件費の状況 （普通会計 決算）

人袒=儡17 は　 畝 汨　 衂 酳　 Ξき溥三当　 井 渚 蔔 竺 邦 登 ま力 ま 寸 。

区 分 職員数Ａ
給　　与　　費 1人当たり

給与贄

(Ｂ／Ａ)

職員1人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

12年度
(12.4.1)

3,288人

千円

14,318,302

千円

4,352,8ﾜ3

千円

ﾜ,145,6ﾜ4

千円

25,引 卵49

千円

ﾜ,8引
139.8人 124.5人

1｡ こ の「職員手当」には 、管理職手当、扶養手当 、調整手当 、住居手当、通勤手当、特殊勤務手

当 、時同外勤務手当等が含まれ、児童手当 、退職手当を除いたものです。
2. 職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市は、他

市に阯､べ少ない職函数で市の什事を遂行し ています。

一　殷　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

385,066 円 引8,699 円 ∠に頏3月 310,398 円 384,624 円 46歳ﾜ月

1｡ づ毀行政職とは､税務職､福祉矚､医療職､消防珮､教育職､企業職､技能労務職等を除いた職員をいい
ます。

2. 技能労務職とは、自動車運転手 、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

ｊ　　 区　　 分
松　戸　市 国

初任給 1采用2年経過日の給料額 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 188,900 円 203,800 円

Ｉ 種184,200 円 203,800 円

Ｕ 墮1ﾜ4,400 円 188,900円

高校卒 151,800 円 16ﾜ,400 円 1∠囗,900 円 151,800円

経験年数とは､学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年数をいい 、
採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいますO

9級 8級 ?級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計

標準的な
職務内容

本部長
担当部長

担当部長

次長
課長 補佐

主幹
係長

係長 主任主事
主事

技師

事務員

技術員
／／／

職員数 14人 36人 192人 巧7人 446 人 291 人 323 人 纐9人 29 人 1,63ﾜ人

構成比 0.996 2.2％ U.ﾜ ％ 9.6％ 2ﾜ.2％ 1ﾜ.8％ 19.ﾜ％ 9.196 1.8％ 100 ％

参考

談 ）
0.ﾜ％ 廴6％ 9.3％ 8.2％ 22.0％ 20.0％ 22.496 頂2 ％ 1.6％ 100 ％

皿
0.196 コ％ 6.496 5.5％ 15.096 20.ﾜ％ 2う.2％ 23.196 2.ﾜ％ 100％

1｡ 給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2. 標準的な職務内容とは 、それぞれの級に該当する代表的な職名です

■ 昇給期間短縮の状況

区　　　　　　　分 合　　計 づ投行政職 技能労務職

11年度

職　員　数　　　　　　　 （Ａ） 2,532人 2,029人 503 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給した職員数　　　　　 （印

65人 45 人 20人

比　率　　　　　　(B)/(A) 2.6% 2.296 4.0％

10年度

職　員　数　　　　　　　 （Ａ） 2,日引 人 2,041人 520 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給した職員数　　　　　　旧 ）

ﾜ5人 3ﾜ 人 38人

比　率　　　　　　 （Ｂ卜 べＡ） 2.996 1.896 ﾜ.3％

市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解してい

ただくため、その概要をお知らせします。

なお、特別職の給与および一般職の管理職手当については、平成11 年1 月

１日から13 年３月31 日までの閼、特例条例を設けて特別職の給料の５％、－ 。

般職の管理職手当の10 ％を減額しています。さらに、平成12 年４月１日か

ら13 年３月31 日までの間、市長および助役は期末手当の10 ％、その他の特

別職は期末手当の５％を減額、課長相当職以上の職員は管理職手当の15 ％を

減額しています。

また、平成13 年４月１日から14 年３月31 日までの間、現行の減額措置を

継続するため、12 月定例市議会へ条例改正の提案を致します。

圈人事課給与係≪366 ―7306

区　分 松　戸　市 国

期末手当

勤勉手当

(11年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.6 月分　　　0.6月分

12 月期　　　　1.65月分　　0.6 月分

3月期　　　　0.5 月
分　　　一 月分

計　　　　　3刀5 月分　　　1.2月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(り 年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1､6 月
分　　　0.6月分

回 月期　　　　1.65月分　　0.6 月分

3月期　　　　0.5 月
分　　　一 月分

計　　　　　3刀5月分　　　1.2月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支給率（12年度）自己都合　　 勧奨・定年

勤続20年　　21.0 月分　　34.65 月分
勤続25年　　33.ﾜ5 月分　　44.55 月分
勤続35年　　　4ﾜ.5 月分　　62.7 月分
最高限度額　　60.0 月分　　62.7 月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

退職時特別昇給
勤続20年以上　　1号俸または2号俸

1人当たり平均支給額（11年度）
自己都合　　 勧奨・定年
2,629千円　　24,732千円

支給率(12年度) 自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　　21.0 月分　　28.8'ﾜ5月分
勤続25年　　33.ﾜ5 月分　　 ∠14.55月分
勤続35年　　　4ﾜ.5 月分　　62.ﾜ　 月分

最高限度額　　60.0 月分　　62.7　 月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措苣(2 ％～20％力[]算)

退職時特別昇給1 号ｲ奉

自己都合退職の最高限度額については 、45年間勤続した率です

区　分 報　酬　等　月　額 期 末 手 当

市 長

助　役

収入役

99ﾜ,500 円

81ﾜ,000 円

ﾜ22,000 円

(11 年度支給割合)

1　　　　　6月期　2.2 月分

議　長

副議長

議　昌

ﾜ20,000 円

660,000 円

590.000 円

ツ 月翔　2.25月分

3月期　0.5 月分
計　4.95月分

※市長 、助役および収入役の報酬等月額は 、5％減額後の額です。

旌)職 員数は一般職に圜 する 職員数 であ り 、地方公 務員の身分を 保有する休職者 、派遣職員等を 含み 、臨

日寺または非 常勤職員を除い ています( 教育部門の人 数には 、教育長 が含まれ てい ます)。

● 職員数の増減状況

松戸市の職員給与等を

公表します

区　分
住民基本台帳

人口（年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)

10年度の人件費率

11年度
(12.3.31)

459,501 人

千円

114,656,141

千円

2,59ﾜ,959

千円

31,018,195
27.196 2ﾜ.8％

一般職員給与費の状況 （普通会計当 初予算）

職員 の平均 給料 月額、平均給与月額および平均年齢 の状 況（平 成12年4 月1日現在）

職員の初任給の状況 （平成12 年4月1 日現在）

織員の経験年数別・学歴別平均 給料 月額の状況（平成12年4 月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 283,994 円 321,455 円 382,ﾜ4ﾜ 円

高校卒 229,8ﾜ1 円 286,250 円 347,0ﾜ5 円

技能労務職 ２口580 円 245,070 円 2ﾜ5,618 円

一般 行政職の級別職員 数の状況（平 成12年4 月1日現在）

職員手当の状況 （平成12 年4 月1日現在）

区 分 松　 戸　 市 国

扶養

手
当

配ｨ両者　　　　　　　　　　　　　16,000 円

配偶者以外の扶養親族

1人目
配偶者が扶養親族　　　　　　　5,500 円

配ｨ両者が扶養親族でない　　　　6,500 円

配偶者がない　　　　　　　　　徃000円

2人目　　　　　　　　　　　　　5,500 円

3人目～　　　　　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳の子1人につき加算する額5,000 円

配偶者　　　　　　　　　　　　16.0C  0円
配偶者以外の扶養親族

1人目

配偶者が扶養親族　　　　　　　5,500 円

配偶者が扶養親族でない　　　　6,500 円

配偶者がない　　　　　　　　 几000 円
2人目　　　　　　　　　　　　　5,500 円

3人目～　　　　　　　　　　　　2,000 円

旧歳～匹 歳の子1人仁つき力[]算する額5,000 円

住居

手
当

ｲ昔家・借間居住者

(家賃8,500円を超える場合に限る)

家賃の額に応じて2ﾜ,000円を限度に支給

持家居住者　　　　　　　9,400円

借家・借間居住者
(家賃12,000円を超える場合に限る)

家賃の額に応じて2ﾜ,000円を限度に支給

持家居住者
新築 づ諤入後5年間　　　2,500 円

その他の者　　　　　　　1,000円

通勤

手
当

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超

える部分は半額支給(5,000円を限度）

自動車等を使用する場合

使用距離等に応じて∠↓,600円～4引00 円を支

給

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超

える部分け半額支給(5,000 円を限度）
自動車等を使用する場合

使用距離等に応じて2,000円～20,900円を支

紿

大部門 中　部　門 増員数 減員数 差　引 主　な　増　減　理　由

一般

行
政

議　　会
総務・企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工

土　　木

0

54
1

112
44

0
0
0

108

０
△ﾜ８

△ ６
△１将

△ 砺
0

△1
0

△106

０
△２４

△ ５
△ ５

△２１
０

△　１
０
２

部門の統合等
情報システムの完成
部門の統合、欠員不補充等

部門の統合、欠員不補充等

欠員不補充

部門の統合等

特別行政
教　　育

消　　防
35
4

-- 一一一一一一

△19

△3
16
1

部門の統合、学校調理業務の見直し等
欠員補充

公営

企
業
等

会計
病　　院

水　　道
下 水 道
そ の 怙

¶ ＝２

０

０

８

一一一一△ １６

０

△ ４
△ ３

一一一一　－
△ １４

０

△ ４

５

事務事業の見直し 等

部門の統合等
事務事業の増等

定員の状況 （平成12 年4 月1日現在）

部門911職 昌数 の状況

区　　分 職　員　数 対　前　年　増　減　数

大 部 門 中 部 門 平成10年 平成Ｍ年 平成12年 平成10年 平成11年 平成12年

一般

行
政

議　　会

総務・企画

税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働

農林水産

商　　工
上　　木

21

509
160
ﾜ49

354

3
悩
24

343

21

503
155
760

3∠13
2

19
23

336

21

4ﾜ9
150ﾜ55

322
2

18
23

338

△　１

△　５
１

２０

△ ２２

３
０
０
４

０

△ ６

△
５

１１
△ １１

△　１
０

△　１
△　ワ

０

△ ２４
△ ５
△ ５

△ ２１
０

△　１

０
２

小　 計 2,182 2,162 2,108
－

０ △20 △54

特別行政

才四J
664511 658510

6ﾜ4
引 １

△　１
１

△ ６

１　△　 １
16
1

小　 計 一一一1,175 1,168 1,185 ０ △　ワ 口

普 通 会 計　 計 3,35ﾜ 3,330 3,293 ０ △2ﾜ △3ﾜ

公
営
企
業
等
会
計

病　　院

水　　道

下 水 道
そ の 他

9叩
29

106
58

94ﾜ
29

106
59

933
29

102
64

３

△　１
△　１
△　１

△ １０

０
０
１

△ 糒
０

△　４
５

小　 計 V50 1,1印 1,128 ０ △　９ △13

総　　合　　計 4,507 4,4ﾜ1 弌∠121 ０ △36 △50

特別職 の報 酬等の状況（平成12年11 月1 日現在 ）

調整手当

(12年4月

１日現在)

支給対象地域 全　地　域

支給率 10％

支給対象職員数 3,289人

国の制度（支給率） 3％

古給対象職昌1人当たり平均支給年額 冂1年度決算） 435,231 円

特殊勤務手当

(11 年度)

区　　　　　　分 全　職　稙

職員全体に占める手当支給職員の割合 45.096
支給対象職員1人当たり平均支給年額 54,018円

手当の種類（手当数） 24種類

代表的な手当の名称

支給総額の多い手当
特殊現場勤務手当 、し尿・ごみ
等収集処理手当 、技術研究調査

手当 、保育手当 、税務手当

多くの職員に支給さ

れている手当
特殊現場勤務手当、危険作業
手当 、火災出動手当 囗呆育手
当　耨踪哥当

時間外勤務手当

11年度
支　　給　　 総　　 額 8∠12,555千円

職員|人当たり支給年額 ３捐千円

10年度
支　　給　　 総　　 額 953,099 千円

職員1人当たり支給年額 345 千円



【
】
女

性

の

た

め
の

カ
ウ

ン

セ
リ

ン

グ

講

座

パ

ー

ト
1
1

1
月
巧
日
～
２
月
1
9日
の
毎
週
月

曜
日
〔
２

月
1
2日
㈱
を
除
く
、
全
五

回

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
ｏ

時
3
0

分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

内
容
「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の

た
め
に
」
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
通
し
て

対
話
を
学
ぶ
　

費
用
五
千
円
（
二
回

分
割
可
）

※
保
育
あ
リ
ニ

ロ
千
円
・
要
予
約
）

圃
電
話
で
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

会
・
八
鍬

豐
０
４
［
ｙ
ｌ

・
2
2・
4
1

0
0
へ

［
］
日

舞

・

新

舞

講

習
会

①
1
2月
ｍ

日
日
・
1
3日
㈲
午
後
６

時
～
９
時
②
1
2月
1
0日
臼
・
糒
日
困

正
午
～
午
後
２

時
　
会
場
只

ヶ
畸

市
民
セ
ン
タ
ー
②
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
や
さ
し
い
日
舞
・
新
舞

費

用

一

回

二
百

円

圉

邦

舞

の

会

・
藤

間
｛
一一
3
4
2・
２

１

？

１

［
］
ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

養

成

研

修

（
三

級

課

程

）

２

月
６

日

脚

・
ツ

日

水

・
８

日
困

・
1
3日

㈹

・
箍
日

困

・
1
9日

㈲

・
2
0

日

㈲

・
2
1日

収

・
2
2日

㈲

・
2
6日

㈲

・
2
7日

㈹

、
３

月
2
1
日

㈲

目

程
変

更
の

場
合
あ

リ
〕
　

会

場
松

戸
市

福

祉
公

社
ほ
か
　

対

象
ホ

ー
ム
ヘ

ル

パ

ー
の

仕
事
に

従
事

を
希

望

す
る
全

日

程
受

講
可
能

な
市

内
在

住

の
人
　

定

員
五
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

一
万

一

千

円

（
テ
キ

ス
ト

代
ほ

か
）

匣

捏

月
2
0日

㈲

〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往
復
ハ

ガ

牛
に
住

所

・
氏

名

（
フ
リ

ガ
ナ

）
　・
生

年

月
日

（
年

齢
）
　・
電

話
番

号

二
受
講
目

的
を

記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸
市

南
花

島
四

の
六

三
の

五
　

聯
松
戸

市

福
祉
公

社

事
業
膃

（

容
3
6
8
・
2
9
4
1

）
へ

【

】
障

害

福

祉

講

座

捏
月
2
0日

収

午
後
１

畤
3
0
分
～

八

時

会
場
メ
デ

ィ
ア

パ

ー
ク
市
川
（
市

川

市
）
　

内

容
講

演
「

視
覚
障

害
者

の
社

会
参
加

と

盲
導
犬

の

役
割

」

定
員

先
着

百
人
　

費
用

無

料

圃
1
2
月
‥日
日

㈲

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ

ガ

牛
に

住
所

・
氏

名

・
電
話

番
号

・
障

害
福

祉
講

座
希

望

・
返
信

用

あ
て
名

を

記
入

し

て

、
〒
剔
－
8

5
6
0

松

戸
市
小

根

本
七
　

東

葛
飾

支
庁

社
会

福
祉

課

（

登
3
6
1
・
4
0
7

7
）
へ

［

］
千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

総

合

福

祉

セ

ミ

ナ

ー

「

子

育

て

は

自

分

育

て

」

１

月
ヤ
日
困

・
回
日

㈹

・
3
0日

㈹

各

午
前
1
1
時
～

午

後
３

時
　

会

場
千

葉

県
女
性

セ
ン

タ

ー

（
柏

市
柏

の
葉

）

内

容
幼
児

虐

待

・
学

級

崩
壊
等

子
供

た

ち
を
取

り

ま
く
様
々

な
家
庭

・
社

会

環
境
の

中

で
子
育

て

が
難
し

く
な

っ
て
い

る
現

在
、

も
う

一
度
子

育
て

を

見
つ
め

直

す
　

対

象
県

内

在
住

・

在

勤
の
人

（
男
性

歓
迎
）
　

定
員
各

旦
（

よ

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

畄
1
2
月
2
6
日
次

ま
で
に

、
電

話
で
千

葉

県
女
性

セ
ン

タ

ー

昔
０

４
７

１

・

4
0・
8
6
0
2

へ

危険物取扱者保安講習（義務講習）

講習日 対象施設 対　　象 会　場 費 用

2/7 ㈲
午前 給油取扱所 危険物取扱者免状所持者のうち 、

危険物取扱作業に従事し ている

人 で 、免状の交付を受けた日ま

たは講習を受 けた日から3 年を

経過しようとし ている人など

千葉市文化セ

ンター

(二F二葉 市中央

区中央)

4,ﾜ00 円

(県収入証

紙で)

午後 その他

8困
午前 その怕

午後 コンビナート

圃12 月８日銜までに､受講申請書（消防局・各消防署で配布）・免状・県収入証

紙（市役所内銀行・東葛飾支庁・警察署で販売）を持って直接、消防局内松戸

市危険物安全協会(S363-1114) へ

［

］
さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

①

匯

立
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た

め

の

家

事

講

座

１

月

仰

日

⑤

～

２

月
2
5
囗

⑧

の

毎

週

日

曜

日

〔
１

月
2
1
日

、

２

月
1
8
日

を

除

く

全

五

回

〕
　

対

象

家

事
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あ

ま

り

行

っ

て

い

な

い

成
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男
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定

員
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十

人
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抽

選
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費

用

材

料

費

実

費
　

申

込

期

限
1
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月
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臼

②

ビ

デ
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0
日
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前
1
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後
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時
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員
十
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抽

選
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費

用

五
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円
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期

限
１

月
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日

出

⑤
語

学

演

習

室

利

用

講

習

会

１

月
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1
日

日

午

前
ｍ

時

～

正

午

ま

た
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後

１

時

～

３

時
　

定

員

各

回

十

五

人

（
抽

選

）
　

費

用

二

百

円

申

込

期

限

１

月

ワ

日

臼

い

ず

れ

も

、

会

場

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

ブ

ラ

ザ

匣

い

ず

れ

も

、

申

込

期

限

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

返

信

用

ハ

ガ

牛

を

持

っ

て

直

接

、

ま

た

は

、

往

復
ハ

ガ

半

に

講

座

名

・
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒

ご
－
0
8
8

2

柏

市

柏

の

藹

四

の

三

の

Ｉ
　

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

事

業

課

（

登

０

４

７

１

・
4
0
・
８

冖ｎ
）１
［
ｈ
．］
）

へ

【
】
年

越

し

そ

ば

を

手

打

ち

で

作

ろ

う1
2月
1
2日
脚

・
1
3日
圉

・
1
5日

㈲
、

吝
午
前
９

時
3
0
分
～

曷

時
3
0分
　

会

場
市

民
会

館
　

講
師
千

葉
県

麺
類

業

衛
生
協

同

組
合
会

員

・
小

畑

三
郎

氏

定
員
各

日
先

着

二
十
人
　

持

ち
物
ふ

き
ん
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プ

ロ

ン

ニ

ニ
角

き
ん
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密

閉
容

器

・

ビ
ニ

ー
ル

袋
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し
　

費
用

五

百
円
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材
料
費

）

匣

電
話

で
消

費
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活
課

四
3
6
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7
3
2
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へ
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］
松

戸
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雑

学

大

楽
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ス

の

魅
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」

1
2月
口
〔［
］日

午
後
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時
～
３

時
3
0

分
　

会
場

サ
ン

ヨ
ー

ホ
ー

ム

（
八

柱

駅
下

車
徒

歩
二

分
）
　

講

師
劇

団
光

ヶ

丘

・
有

光
悦

子
氏
　

費
用

無
料

圜

金

本
（
サ
ン

ヨ
ー

ホ
ー

ム
内
）
ａ

莇

・
0
2
2
1

3［
］
グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教

室

1
2月
回
日
約
午
前
９
時
～
正
午
雨

天
決
行
〕
　
会
場
新
松
戸
西
小
学
校

校
庭
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員

・
加
藤
ａ
ｍ

・
9

8
3
0

［
］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１

月
６

日
～
３

月
3
1
日

の
毎

週
土

曜

日

〔
全
十

三
回
〕

午
前
８

時
～
９

時
4
5
分
　

会
場

中
央
公

園

庭
球

場

対

象
市
内

在

住

・
在

勤
の

初
心

者

定

員
七

十
人

（
抽
選

）
　

費
用

九
千

円

（
保

険
料

を
含
む

）

圃

捏
月

拓
日

比

〔
必

着
〕
ま

で
に

、

往

復
ハ

ガ
半
に

住
所

・
氏

名

・
電
話

番
号

・
返
信
用
あ
て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
0
－
8
6
9
1

松
戸
北

郵

便
局
私

書

箱

一
二
号

松
戸

市
テ

ニ

ス
協
会

（
平

木
ａ

隰
幵
4
1
1
2

）

ぺ

【
】
筑

波

大

学

附

属

盲
学

校

小

学

部
生

徒

を

募

集

対
象
視
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童

募
集
定
員
第
一
学
年
＝
盲
学
級
六
人

・
弱
視
学
級
若
干
名
　
各
学
年
転
入

＝
盲
学
級
若
干
名

・
弱
視
学
級
若
干

名
　
出
願
期
間
1
2月
８
日
銜
ま
で

入
学
選
考
１
月
2
3日
㈲

固

筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
小
学
部
容

0
3・
３
９
４
３

・
5
4
2
2

囲
0
3・

３
９
４
３

・
5
4
1
0

［

］
千

葉

県

農

業

大

学

校

農

学

科

学

生

を

募

集

所

在
東

金
市

家
之

子

丁
○
五

九

履

修
年
限

二
年
　

募
集

定
員
八

十
人

（
推
薦

入

学
を
含

む
）
　
出
願

期
間
１

月
５

日
廊
～
1
9
日

銜

試
験

日
１

月

2
4日

㈲

受
験

料
無

料

圖

千

葉
県

農
業
大

学
校

登
０
４

ワ
５

・
5
2
・
5
1
2
2

【
】
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

1
2月
1
3日
㈲
年
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
六

歳
以
上
の
人
　
定

員
先
着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
ａ
ｗ
∵

８
５

［

］
松

戸

市

民

ス

キ

ー
大

会

兼

千

葉

県

民

体

育

大

会

代

表

選

考

記

録

会１

月
2
1
日
日

会

場
群

馬
県

水
上

奥
利

根

ス
半
－

場
　

種
目
大

回

転
競

技
　

費
用

個
人

戦
＝

二
千

円

、
団
体

戦

一
チ

ー
ム
（
五
人
以

上

十
人

ま
で
）

＝

五
千
円

圃
1
2
月
2
5日

㈹
ま

で
に

、
所

定

の
申

込
用

紙
で

圖

松
戸

市

ス
率

土

埋
盟
・

高
橋

公
3
6
2・
1
8
0
0

（
日
曜

、
祝
日
を

除

く
午

前
９

時
～

午
後
ワ

時

）

【
】
「

水
道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・
標

語
コ

ン

ク

ー
ル

」

作

品

を

募

集

テ
ー
マ
「
水
の
大
切
さ

・
水
の
有

効
利
用
」
を
呼
び
か
け
る
も
の
　

規

格
ポ
ス
タ
ー
＝
Ｂ
３
判
（
三
十
六
惣

×
五
十
二
惣
）
の
絵
画
、
標
語
＝
官

製
ハ
ガ
牛
一
枚
に
一
点
　
応
募
資
格

県
内
在
住
の
入
　

賞
入
賞
者
に
賞
状

と
記
念
品
。
ま
た
、
選
に
も
れ
た
応

募
者
全
員
に
参
加
賞
。
入
賞
者
は
平

成
1
3年
６
月
１
日
号
の
「
県
水
だ
よ

リ
」
で
発
表
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
に
学
校
名
・
学
年

・
職

業
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校
・
グ
ル

ー
プ
単
位
で
応
募
の
場
合
は
応
募

一
覧
表
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し

、
返

却
は
し
ま
せ
ん
。

圃
１
月
3
1日
圉

【
必
着
】
ま
で
に
、

郵
送
で
一
丁
2
6
0

－
8
6
5
0

千
葉
市
中

央
区

長
洲
一
の
九
の
一
　
千
葉
県
水

道
局
総
務
企
画
課
広
報
災
害
班

（
登

ｍ

・
2
2
3
・
4
5
0
0

）
へ

「
」
力
ロ
ー
リ
ン
グ
ー
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル

卓
球

教

室

1
2月
口
日
日
午
前
９

時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　

費

用
百
円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

圜

体
育
指
導
委
員
一
木
下

容
3
4
5
3

4
2
9

［
］
雪

に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー

）

２

月
９

日

窗
伊

勢
丹
松

戸
店

前

午

後
９

時

集
合

、
２

月
捏
日

㈱
午

後
９

時
帰
着

予
定
　

会

場
福

島
県
猫

魔

ス

牛
丿
場
　

定

員
先

着
三
十

八
人
　

費

用

大
人

三
万

四
千
八

百
円

、
小

人

三

万

二
千

八
百

円

（
往
復

バ
ス
代

、
宿

泊

・
食

事
代

、
保

険
料

を
含

む
）
、

リ

フ
ト

代
（
三
日

間
）
大

人

六
千

円

、

小

人
五
千

円

※
無
料
レ

ッ

ス
ン

、
技

能
テ

ス
ト

あ

リ

（
有
料

）

圃

電
話
で

松
戸

市

ス
半
－

連
明
で

高

橋

昔
朧

・
1
8
0
0

（
日

曜

、
祝
日

を
除

く
午
前
９

時
～

午

後
ワ
時

）
へ

［
］
だ

い
す

き
松

戸

子

ど

も

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

Ｈ
実

行

委

員
を

募

集
第
一
回
実
行
委
員
会
開
催
日
時
1
2

月
ｍ

日
紅
午
前
1
0時
3
0分
か
ら
　
会

場
青
少
年
会
館
　
内
容
「
松
戸
の
子

ど
も
た
ち
に
楽
し
い
あ
そ
び
を
届
け

る
」
企
画
の
検
討

※
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
５
月
2
6日
出

を
予
定

圖
だ
い
す
き
松
戸
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
松
戸
子
ど
も

劇
場
内
）
　・
兼
松

公
ｍ

・
9
1
5
4

［

］
放

送

大

学

学

生

を

募

集

テ
レ

ビ

ー
ラ
ジ

オ

を
利

用

し
て

授

業

を
行
う
正

規

の
通

信
制
四

年
制

大

学
で

、
所

定
の

単
位

を
修
得

す
れ

ば

「
学
士

（
教

養
）
」
の

学
位

が
取

得
で

き
ま

す

。

募
集

①

竺
科
履

修
生

（
卒

業
を
目

指

す
学
生
）

②
選

科
履

修
生

（
一
年

間

在
学
す

る
学

生
）

③
科
目

履
修
生

匸

学

期
（
六
ヵ

月
）
在
学

す
る

学
生
〕

出
願

期
間
1
2
月
1
5
日

廊
～
２

月
1
5
囗

床

対
象

①
十
八

燉
以

上
の

人
白

白

十

五

歳
以
上

の
大

澎
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い

（
資
料
請
求

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル

ー`
０

１

２
０

’
叫

・
0
0）
。

８
　

６

固

放
送
大

学
生

爪
第
三
学
習

セ
ン

タ

ー

昔
0
3・
３
６
０

５

・
2
6
6
1

【
】
大

学

生

・
社

会

人

の

た

め

の

冬

期

海

外

派

遣

事
業

①
大
草
原
の
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ

ー
ア
メ

リ
カ
ン
ラ
イ
フ
体
験
～
ス
キ
ー
＆
学

校
訪
問

期
間
２

月
汨
日
日
～
３
月
３
日
出

費
用
二
十
九
万
八
千
円

②
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
バ
サ
ー
ス
ト

生
活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
～
学
校
訪

問
期
間
２

月
倡
日
日
～
２
月
2
7日
火

費
用
二
十
八
万
九
千
円

い
ず
れ
も
、
対
象
十
八
～
二
十
八

歳
の
人

（
高
校
生
不
可
）
　
定
員
二

十
人
　
申
込
期
限
１
月
評
日
水

固

助
国
際
青
少
年
研
修
協
会

昔
０３

３
３
５
９

・
8
4
2
1

①あなたの町の「ふるさと自慢」代表

選手の推薦

対象成田線沿線のブラボーさん（ユ

ニークな技や芸、素敵なドラマを持つ

人）

※応募方法はお問い合わせください。

②成田線ブラボー大会

２月10 日出午後ら時20 分～8 聘∠L5分

会場銚子市青少年文化会館

※申し込み方法はお問い合わせくださ

い。

固ＮＨＫ千葉放送局「ＢＳ列車ど一石

君号が行く」係a043 ―22ﾂｰﾂ311

がん研究に協力してくれる

女性ボランティアを募集

国立がんセンター研究所支所精

神腫瘤学研究部( 柏市) では、が

んとストレスの関係を研究してお

り、研究に協力してくれる29 ～

58 歳の健康な女性ボランティア

を募集しています。

内容は､ 面接による、ストレス

を中心としたアンケートへの[亘]笞

および記憶に圉する検査､ 頭のＭ

ＲＩ(核磁気共鳴画像)の撮影です。

※詳細はお問い合わせください。

固国立がんセンター研究所支所

精神腫瘤学研究部・菅原S0471

-34-7013

情報

チャンネル
=※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

NHK「BS列車　どーも君号が行く」～干葉県ブラボー大会～

公開録画出場者・観覧者を募集



「

」
ふ

れ

あ

い

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

1
2月
９
日

出
午

前
ｍ

時
～
正

午

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健

康
福

祉
会

館
）

内
容
リ
ハ

ビ
リ
を

兼
ね

た
楽

し
い
レ

ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
「
カ

ロ

ー
リ
ン

グ
」

対
象

障
害

者
手
帳

を
持

っ
て

い
る
人

お
よ
び

そ

れ
に
準

ず
る
人
　

費
用

無

料匣

電

話
ま
た
は

フ

ァ
ク

ス
に
氏

名

‘

電
話

（
フ

ァ
ク

ス
）
番

号
を

記
入
し

て

、
障
害

者
福
祉

セ
ン

タ

ー
（
ふ

れ

あ
い
2
2
内
）
　容
叩

？

１
１

１

隰
3
8
3

・
ワ
８

１

０
へ

［
］
朗

読

を

き
く

か

い

1
2月
畑
日
歯
年

前
1
0時
～
Ｕ
時
3
0

分

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
朗
読
奉
仕
会
会

員
に
よ
る
朗
読
「
ク
リ
ス
マ
ス

ー
イ

ブ
」
新
津
き
よ
み
著
ほ
か
　
対
象
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ
び

そ
れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い
の
人

と
一
緒
の
参
加
も
可
）
　
費
用
無
料

固

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ

い
2
2内
）
　ａ

叩

ワ
ー
ー
ー
隰
夘

7
8
1
0

野

田

市

★
野
田

市

制

施
行

五

十

周
年

記

念

事

業

「

日
本

太

鼓

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

ー旧
野
田

」

1
2月
口
日
脚
午
後
２
時
開
演
（
１

時
3
0分
開
場
）
　
会
場
野
田
市
文
化

会
館

費
用
三
千
円

箭

売
り
一
千

五
百
円
、
全
席
自
由
）
　
；

つ
く
　
　
　
Ｃ
Ｃ
き

固
下
総
之
國
津
久
太
鼓
「
響
」
・
染

谷

登
０
４
７
１

・
刈
］・
1
2
6
9

「
」
松

戸

市

在

住
千

葉
県

美

術

展

入
選

者

展

1
2月
ｍ

日
日
～
2
4日
紐
午
前
ｍ

時

～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）
　
会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま

つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
新
館
九
階
）

内
容
第
5
2回
千
葉
県
美
術
展
に
入
選

し
た
松
戸
市
在
住
者
の
作
品
展
　
費

用
無
料

固

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

容
3
6
6
・

【
】
健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

決

勝

大

会

1
2月
1
9日

叫
午

後

ら
時
～
９

時

会

場
市
民

靼
擺

費
田
甲
入
場
無
料
（
参

加
す

る
場

合
は

二
千

巴

固

健
康

カ
ラ

オ
ヶ

普
及

会
・
冨

永

公

13
4
。
3
6
2
3

【
】
フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ

ト
＆

屋

台

村
1
2月
ｍ

日
紐
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
＝
午
前
ｍ

時
～
午
後
３

時
、
屋
台

村
（
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ソ

ー
セ
ー
ジ
ほ
か
）
＝
正
午
～
午
後

３
時
　
会
場
常
盤
平
駅
南
ロ
ロ
ー
タ

固

常
盤
平
駅
前
通
り
商
店
会
・
石
川

登
叩
・
に
Ｊ（
ソ
）３
にＪ

３

「
」
と

も

し

び

読

書

会

1
2月
2
1
日
丙

午
後
２

時
～

八
時

会

場
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ

う
ま
つ

ど

テ

キ
ス

ト
「
ブ
リ

ュ

ー
ゲ
ル

の
家

族
」

曽
野
綾

子
俯

（
光
文

社

文
庫

）
　

費

用
三
百
円

圃

電
話
で
沼
田

昔

13
6
.
0
5
5
2へ

【
】
劇

団
風

の

子

公

演

「
お

れ

が

あ

い
つ
で

あ

い
つ

が
お

れ
で

」

1
2月
1
9日
㈹
午
後
ら
時
～
ワ
時
4
0

分
　
会
場
市
民
会
館
　

内
容
男
女
の

体
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
で
起
こ
る
奇

妙
さ
や
心
の
動
き
を
ラ
ッ
プ
の
リ
ズ

ム
に
乗
せ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開

費
用
三
千
三
百
円

國
松
戸
子
ど

も
劇
場
ご

青
木
S
3
8
6
・

［
］
こ

ひ

つ

じ

お
は

な

し

会

1
2月
1
3日
圉
午
後
２

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ハ

柱
店

前
）
　
内
容
ブ
リ
ム
童
話
等
の
読
み

聞
か
せ
と
人
形
劇
　
講
師
劇
団
天
童

主
宰
・
浜
島
代
志
子
氏
　
定
員
当
日

先
着
三
十
人
　
費
用
無
料

圈
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会
・
市
川

登

8
3・
2
3
1
2

3
21世紀の森と広場

［

］
借

地

借

家
の

無
料

相

談

1
2月
９
日
出
午
後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

奈
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圖
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

示

か
ａ

斜

．
3
5
4
8

［
］
無

料

法

律
相

談

1
2月
９
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
八

時
　
会
場
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部
（
松
戸
一
三
三
六
東
風
園
ビ
ル
）

担
当
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
所

属
弁
護
士
　
定
員
先
着
十
五
人

圃
1
2月
５
日
㈹
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
千
葉
県
弁
護
土
会
松
戸
支
部

容

6
6・
6
6
1
1

へ

３［
］
法

廷

傍

聴
会

捏
月
仰
日
㈲
午
後
Ｏ
時
3
0分
千
葉

県
弁
護
士
会
松
戸
支
部

（
松
戸
一
三

三
六
東
風
園
ビ
ル
）
集
合
、
４
時
3
0

分
解
散
予

定
　
会
場
千
葉
県
弁
護
士

会
松
戸
支
部
お
よ
び
千
葉
地
方
裁
判

所
松
戸
支
部
　
内
容
傍
聴
事
前
説
明

会
・
法
廷
傍
聴
・
傍
聴
後
の
解
説

定
員
先
着
二
十
五
人
　
費
用
無
料

匣
1
2月
６
日
㈲
午
前
旧
時
か
ら
、
電

話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
a

6
6・
6
6
1
1

へ

３

五穀をあしらったお正月飾り

行　事　名 日　時 講　師 定員 費用(材料費)

森のクラフト教室

｢五穀をあしらった

お正月飾り｣

12/16 ㈹

午後1日韶O 分～

3時30 分

ネイチャークラ

フトデザイナー

山中琴江氏

先着

30人
500 円

みどりの講習会

冂2 月を飾るフラワ

ーアレンジメント」

12/17 旧）

午後IE侍30分～

3時30 分

フラワーデザイ

ナー

青島理恵子氏

先着

30人
2,500 円

圃電話でパークセンター公3∠15―8900 へ
【
】
福

祉

の

し

ご

と

就

職

フ

ェ

ア

・

’ｎ

ち

ば

捏

月
拓
日

比
午

後
ｏ

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
幕

張
メ

ッ
セ

国
際

会

議
場

二
階
コ

ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

ホ

ー
ル

Ａ
（
千

葉
市

）
　
内
容

各

施
設
の

職
員

に
よ

る
個
別

面
接

な
ど
　

対

象
社

会

福
祉

施
設

等
へ

就

職

を
希
望

す

る
人

圃

当
日

、
直

接
会

場
へ

団

千

葉
県

福
祉
人

材
セ

ン

タ
ー
ａ
ｍ

・
咫

‘
1
2
9
4

２

［
］
大

人

の

ピ

ア

ノ

1
2月
捏
日
次
午
後
１
時
～
２

時
3
0

分
　
会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
　
内
容

簡
単
な
練
習
曲
を
グ
ル
ー
プ
で
弾
く

・
講
師
の
ピ
ア
ノ
演
奏
　
費
用
千
円

（
飲
み
物
付
き
）

団
荒
井

登
3
8
9
・
9
9
9
2

「
」
ク
リ

ス

マ

ス

ダ
ン

ス
パ

ー
テ

1
2月
捏
日
日
午
後
ら
時
3
0分
～
８

賍
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
　
費
用
千
円

圖
松
戸
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
・
天
野

昔

萌
・
0
8
9
8

3

【
】
労

災

職

業

病

な

ん
で

も
相

談

会
1
2月
1
6日
出
午
後
１
時
～
４

時

会
場
船
橋
市
中
央
公
民
館
　
対
応
者

弁
護
士

・
社
会
保
険
労
務
士

・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か
　
費
用
無
料

※
予
約
不
要

固
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
a
0
4
3ム

［
］
材

寺
島

文

化

会

館

の
催

し

①
裸

婦
デ
ッ
サ
ン
会

1
2月
1
9日
㈹
午
前
ｍ

時
3
0分
～
午

後
１
時
と
午
後
２
時
～
４
時
3
0分

費
用
各
千
円
　
申
し
込
み
電
話
で
拊

寺
島
文
化
会
館
へ

②
創
作
人
形
展
「
ク
リ
ス
マ
ス
（
鈴

木
和
子
）
」

期
間
捏
月
ワ
日
米
～
2
8日
米

③
千
葉
照
子
絵
画
展
～
時
間
紀
行

期
間
1
2月
ワ
日
米
～
1
9日
㈲

④
三
瓶
民
江
油
絵
展
～
車
中
家
族

期
間
1
2月
2
1日
困
～
2
8日
困

休
館
日
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
　

開

館
時
間
午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
土

・
日
曜
日
は
５
時
ま
で
）
　

会
場
い

ず
れ
も
寺
島
文
化
会
館
　
費
用
①
を

除
き
無
料

崑
聯
寺
島
文
化
会
館

昔
０
４
７
１
・

6
7・
6
1
5
3

フレーフレー･テレフォンちばでは、

慟＜人のために育児・介護サービスな

どの情報を無料で提供します。

育児情報＝公立・私立保育所、認可外

保育所、保育サポーター、ベビーシッ

ター、学童保育など

介護情報＝高齢者向け福祉サービス、

民間ホームヘルパー、看擡婦・家政婦

紹介所、介護用品など

その他＝家事代行サービス、育児・高

齢者の相談窓口など

圖叫21 世紀職業財団千葉事務所S043

―225 ―2295

［

］
県

立

関

宿

城
博

物

館

の
催

し

①
開
館
五
周
年
記
念

「
再
発
見
Ｉ・
関
宿
の
歴
史
」

会
期
１

月
2
8日
録
ま
で
　
時
間
午

前
９

時
～
午
後
４
㈲
3
0分
　
内
容
寄

付

・
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
展
示

②
関
宿
城
百
景
写
真
作
品
展

会
期
1
2月
2
4日
録
ま
で
　
時
間
午

前
９

時
～
午
後
４
時
3
0分

②
ビ

デ
オ
シ
ア
タ
ー
「
千
葉
県
の
民

話
」日

時
１
月
刀
日
出
午
号
一

時
3
0分

と
２
時
菊
分
か
ら

い
ず
れ
も
、
会
場
関
宿
城
博
物
館

費
用
無
料

圖
関
宿
城
博
物
館
公
０
４
ツ
ー
・
9
6

《松戸では８時になったらおはなしタイム》

期日 会　場 時　圜 プログラム

12/7 ㈲ 新松戸市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

8廊 常盤平市民センター 午後3時～耳時 アニメーション・人形劇

13 ㈲ 図書館本館 午後3時30 分～4時
絵本「パンのかけらとちい

さなあく ま］ほか

14 ㈲ 小金原市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

15 ㈲ 六実市民センタ ー 午後3時～八時 アニメーション・人形劇

20團 図書館小金分館 午後3時～3時30 分
絵本「バンのかけらとちい

さなあく ま］ほか

27 ㈲ 図書館本館 午後3時30分～4時
絵本「おじいさんならでき

る」ほか

1/10W･ 図書館本館 午後3時30分～4時
絵本「ハリ ーのセーター」

ほか

11 ㈲ 松飛台市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

12廊
和名ケ谷スポーツセ

ンター
午後3時～∠1時 アニメーション・人形劇

17(拍 図書館小金分館 午後3時～3時30 分
絵本「ハリ ーのセーター」

ほか

18 ㈲ 八ヶ崎市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

19廊 明市民センター 午後3時～∠F時 アニメーション・人形劇

24 ㈲ 図書館本館 午 後3 時30 分～ ∠↓時
絵本｢ きたかぜとたいよう｣

ほか

対象3～9歳くらい　費用無料

※アニメーション「チャーリーのマント」人形劇「3びきのこぶた」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。
※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなし半ヤラバン」昔3「ﾌﾂｰ

0000 もご利用＜ださいＯ

圖市立図書館2S365 ―引 循

［

］
県

立

現
代

産
業

科

学

館

の

催

し①
ク
リ
ス
マ
ス
実
験
講
座

捏
月
2
3日
蝗
午
後
１
㈲
3
0分
～
３

時
　
内
容
子
ど
も
に
ウ
ヶ

る
科
学
手

品
　
定
員
当
日
先
着
七
十
人

怨
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

1
2月
掲
日

出
午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会
館

）
　

内
容
松

戸
市

精

神
障

害
者

廖

簇
会
土
曜
会
会
員
に
よ

る
相
談
（
秘

密
厳

守
）
　

対
象

「
こ

こ

ろ
の

病
」

の
人

を
抱
え

る

家
族
　

費
用

無

料

※
同

日

・
同
時

間
に

電
話

で
の

相
談

も
受
け

付
け
て

い
ま

す

（
こ
こ

ろ

の

家
族

相
談

室
直
通

登
叩

５
５

５

１

）
。

※
毎

月
第

三
土

曜
日
に

相

談
を
受

け

付

け
ま

す

。

圜

松
戸
市

精
神
障

害
者
家

族
会
土
曜

会

・
武
井

昔
3
6
2
・
8
2
1
5

ぶらっと
東葛

催
　
し
　
物

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

催
し
物

おはなしキャラバン

健
　
康

フレーフレー・
テレフォンちば

043-225-2020
月～ 金曜日（ 祝日 を除く ）

午 前９時３０分～午後４時３０分

②
キ
ッ
ド
シ
ネ
マ

1
2月
2
4日

⑧
午
後
１
時
～
３

時

内
容
科
学
に
圉
し
た
映
画
の
上

映

定
員
当
日
先
着
百
五
十
人

い
ず
れ
も
、
会
場
現
代
産
業
科
学

館
　
費
用
無
料

団

県
立
現
代
産
業
科
学
館
普
及
課
公

93
7
.
2
0
0
5

捏
月
2
3囗
蝎
正
午
～

午
後
１
時
　
内
容
中
学

生
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

関
連
の
曲
の
演
奏

我

孫

子

市

★
冬

休

み

子

ど

も

劇
場
　

人

形

劇

む

す

び

座

公

演

「

西
遊

記

・

孫

悟

空

誕

生

の

巻
」

1
2月
2
4日
日
午
後
２
時
3
0分
開
演

（
２
時
開
場
）
　
会
場
我
孫
子
市
民
会

館
　
内
容
石
か
ら
生
ま
れ
た
サ
ル
が

「
生
命
の
大
切
さ
」
に
気
付
き
、
自
分

を
新
生
さ
せ
て
い
く
ま
で
　
費
用

」

人
券
千
円
、
二
人
券
千
八
百
円
（
三

歳
以
下
無
料
、
全
席
自
由
）

圖
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
文
化
課

昔

０
４
７
１

・
8
5・
1
1
5
1



第3回の紹介は、岩瀬 一花蔵院の「クスノキ」です。

クスノキは、日本の代表的な広葉樹の一つで､ 野山や街路樹・公園・お寺・

神社に見かけられます。

材質は、湿気に強く木目がきれいなので、木工の材料・建築材・漆器等に

利用されています。

花蔵院のクスノキは高さ約25m､ 幹周り3.3m になります。樹齢は、文献に

残ってはいませんが、推定で100 年 から150 年は経過していると思われます。

都市開発の進んできた昨今､小規模な林は点在しますが、岩瀬周辺の単本で

は、ほかに見られない巨樹に成長し 、その高さは国道6号からも確認できます。

いろいろな時代を生きてきたこのクスノキは、樹齢のわりには、まだま詆

樹皮、枝張り毛元気が良＜、地表がお寺

の境内ということもあり、のびのび育っ

たため、このようなりっぱな巨樹になっ

たことがうかがえます。

もうすぐクリスマス。このころは一年中で猥も星空の美しい季節です。

そこで、プラネタリウム室では、クリスマスの音楽を聴きながら星空をお

楽しみいただく投影を企画しました。

クリスマス・イブに、どうぞ素敵なひとときをお過ごしください。

日時･り2 月24 囗(日)午前10 畤30 分・午後1時30 分・3時から

会場…市民会館プラネタリウム室

投影時間…1回約50 分

定員…各回先着80 人

費用…子ども30 円 一大人引 円

※投影團始30 分前から、2階受け付けで券を発売

します。

※12 月・1月番組[宵の明星～金星の素顔～] の投

影はありません。クリスマス特別投影のみにな

ります。

圖市民会館プラネタリウム室f?368-1237 おうし座もクリスマスには変身!?

息
か
ら
毎
月
千
ル
ピ
ー
が
二
年
間
支

給
さ
れ
る
（
一
ス
リ
ラ
ン

カ
ル
ピ
ー

は
約

∇

四
円
。
9
7年
現
在
で
国
民

一
人

当
た
り
の
月
収

は
約
四
千
ル
ピ

ー
）
。

だ
か
ら
」

と
事
も
な
げ
に
笑
う

。

そ
の
小

川
さ
ん
も
、
子
ど
も
が
大

学
を
卒
業
し
社
会
人
と
し
て
独
立
し

た
こ
ろ
に
は
「
こ
れ
ま
で
生
き
て
こ

ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
、
社
会

に
恩

月
、
こ
の
寄
付
を
基

金
と
し
た
「
マ
ダ
ム

オ
ガ
ワ
育
英
会

」
が

ス
リ

ラ
ン

カ
に
開
設

さ
れ
、
成
績
優
良
な

子

ど
も
た
ち
に
奨
学

金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
と

な
っ
た
。
今
年

３
月

に
は
、
第
一
回

の
奨
学
生
十
六
人
が

決
ま
り
、
基
金
の
利

基金の運営責任者ソイザさ んと

つ
張

っ

た

生

き
方

を

し

て

い
た

」
と

話

す

。

十

七

年

前

に

夫
と

義

弟

・
義

妹

を

続

け
て

亡

く

し

、

介

護

が
必

要

な

母

親

と

一

粒
種

の
当

時

中

学

三
年

生

だ

っ
た

長

男

と

の

生

活

が
始

ま

っ
た

。

苦

労

は
多

か

っ
た

よ

う

だ

が

「
自

分

の

仕

事

経
済
的
困
窮

の
た
め
に
進
学
の
機

会
を
阻
ま
れ
て

い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の

子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
た
い
と
、
老

後
の
蓄
え
の
中

か
ら
一
千
万
円
を
寄

付
し
た
小
川

キ
ヨ
子
さ
ん
。
昨
年
７

小
川
さ
ん
は
中
学
卒
業
後
、
新
潟

か
ら
上
京
し
就
職
し

た
。
中
学
を
卒

業
し
働
く
こ
と
が
当

た
り
前
の
時
代

で
あ
っ
た
。「
だ
れ
の
世
話
に
も
な
り

た
く

な
い
。
そ
の
こ

ろ
の
私
は
、
突

を
返
し
た

い
。
生
き
る
こ
と
は
、
人

と
関
わ
っ
て

い
く
こ

と
で
は
」
と
の

心
境
に
な

っ
て

い
た
。

そ

ん
な
時
、
ふ
と
目
に
止
ま

っ
た

「
要
ら
な
く
な
っ
た
眼
鏡
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
」
の
新
聞
記
事

。
形
見
で

残
し
て
お
い
た
夫
の
眼
鏡
を
贈
っ
た
。

後
日
、
礼
状
と
一
緒
に
「
ス
リ
ラ
ン

カ
の
高
校
生
の
ス
ポ
ン
サ

ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
」
と
案
内
が
届
く
。
ス
リ

ラ
ン
カ
と

の
関
係
が
始
ま
る
き

っ
か

け
で
あ
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
興
味

か
ら
、「
日

本
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
」
や
「
日
本

ス
リ
ラ
ン
カ
を
支
援
す
る
会
」
に
入

会
。
七
年
前
か
ら

は
休
み
を
利
用
し
、

毎
年
、
現
地
の
学
校
を
訪
ね
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た

。
白

い
制
服
の
子
ど

も
た
ち
は
、
囗
を
輝
か
せ
、
貧
し
く

て
も
卑
屈
な
と
こ

ろ
が
な
く
生

き
生

き
と
し
て
い
た
。
心

が
温

か
い
ス
リ

ラ
ン
カ
の
人
た
ち
の
人
間
性
に
ひ
か

れ
て

い
た
。

真
剣
に
勉
強
を
し
た

い
と
思
う

が

経
済
的
に
苦
し
く
、
中
学

・
高
校
に

進
学
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
。「
私
に

で
き
る
こ
と
を
し
て

あ
げ
た
い
」
と

手
を
差
し
延

べ
た
。
け
っ
し
て
金
満

家
で
は
な
い
小
川
さ
ん
の
大
き
な
贈

り
物
で
あ
っ
た
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
素
敵
な
島
国
ス

リ
ラ
ン
カ
。
し
か
し
、
多
く

の
人
が

海
外
に
出
て
働
い
て
い
る
。「
自
分
た

ち
の
国

で
自
分
た
ち
が
生
活
で
き
る

よ
う
な
仕
事
を

つ
く
っ
て
も
ら

い
た

い
。
母
国

の
発
展
の
た
め
に
働

い
て

も
ら
い
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
寄

せ

る
夢
を
話
し
て
く
れ
た
。

（
新
松
戸
在
住
）

森のホール21チケットガイド

( 午前10 時 ～午後７畤　月曜休館)

期　日 内　　容 会　場 開演時間 料　金

12/20 團

木住野佳子　ピアノ・トリオ

厂クリ スマス・ジャズ・コンサート」

今もっともホットなジャズ・ピアニスト　木住野

佳子とともに、クリスマスの夜を

レセプシ

ョンホー

ル

午後ﾜ時

拓分

全席自由

4,500円

※1ドリンク

付き

1/20(f)

2001 年 ニ ューイ ヤー コン サート　 ☆

～イ タリ アオ ペラと ウ ィンナ ワル ツの饗 宴～

指揮 ：大 町陽一 郎 、ソプ ラ ノ：西野薫

ロ ッシ ーニ ／「ど ろ ぼう か ささ ぎ 」 序曲, ヴェ ル

ディ ………「椿 姫」よ りU. シュトラウ ス.,./「美し＜青さ

ドナウ」ほか

大ホール 午後3時

全席指定

3,000円

高校生以下

1,500円

ぴあ､CN 工］
－ソン

2/10 ㈹

歌舞伎フォーラム「 かぶきはともだち」 ☆

「 南都二月堂　良弁杉の由来」

歌舞伎の衣装や化粧 ］士掛け、約束事などを歌舞

伎役者がやさしく解説

第1部 歌舞伎に親し む「歌舞伎の音」

第2部 歌舞伎舞踊「釣女」

第3部 歌舞伎上演「南都二月堂　良弁杉の由来」

（出演者を募集しています。詳細は右記参照）

小ホール 午後5時

全席指定

3,000円

高校生以下

1,500円

ぴあ､ローソ

ン

2/27 ㈹

森のホール21「国際音楽祭」　☆

若林顕（ピア 刀 、戸田弥生（ヴァイオリン）、山

崎伸子（チェロ）、ラデク・バポラク（ホルン）

ベートーヴェン／ホルン・ソナタ　ヘ長調、ドビュッ

シー／チェロとピアノのためのソナタほか

小ホール 午後ﾜ時

全席指定
3,500円

学生1,800 円
ぴあ､CN､ 口
ーソン

会場 …い ずれも 森のホ ール21

☆印に は 、託 児サービ ス（有料 ・予約制） があり ます。詳 細はお問 合せく ださ い。

学生割 引は 、森のホール21 チケッ トセンタ ーの み取り 扱い ます。

※森の ホール21 チケット セン タ刋 よ12 月28 日（冰）～1 月３日團 の間お休 みし ま す。

スリ ラ ンカ に
「マダムオガワ育英会」を開設

封
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
で
は
、
２

月
1
0日
出
に
行
わ
れ
る
、
歌
舞
伎
フ

ォ

ー
ラ

ム
「
南
都
二
月

堂
　
良
弁
杉
の
由

来
」
に
出
演
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

歇
舞
伎
役
者
た
ち
と
同
じ
舞
台
に
立

つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対象…10 ～ﾜO 歳くらい(経験､男女不問)で、１

月29 日(月)の舞台稽古に参力[]できる人。

ともざむらい　しちょう募集人数…僧侶､ 供 侍 、仕丁 の役で､ 計17人

費用…化粧品代として5,000 円

申し込み…12 月20 日㈲〔必着〕までに、封書

で住所・氏名 一年齢・電話番号を記入し 、顔写

真1 枚(スナップ可)を同封して、〒2｢70-2252

松戸市千駄堀646 の4　 森のホール21｢ 歌舞伎

フォーラム係｣(S384 ―5050) へ

※書類選考のうえ、ご連絡します。

シリーズ第３回　クスノキ

みどりと花の課登366 ―7378

巨樹と古木をたずね

て

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
託
す

プラネタリウム特別投影

『星空のクリスマス

』

小川キヨ子さ ん

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

圖歯科診療所等)を案内しています〕

……O366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 ……S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

森のホール２１チケットセンターc384 ―3331

出
演
者

を
募
集


